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私
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の
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は
、子どもたちの明るい未
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応
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し
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「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー･

ス
ク
ー
ル
と

「
地
域
と
と
も
に
あ
る

�

私
た
ち
の
町
の
未
来
」

　　
　
　
　
　
学
校
づ
く
り
」

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
教
育
支
援
協
会
代
表
理
事�

吉 

田  

博 

彦 

氏

　
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
参
事
官
付
企
画
官�

出
口  

寿
久 

氏

〈�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
と
は
？
〉

①�

保
護
者
や
地
域
の
住
民
が
学

校
運
営
に
参
画
す
る
「
学
校

運
営
協
議
会
」
の
置
か
れ
た

学
校

②�

役
割

　

ア�

学
校
運
営
の「
基
本
方
針
」

を
承
認
す
る

　

イ�

教
育
委
員
会
や
校
長
に
意

見
を
言
う

　

ウ�

教
職
員
の
任
用
に
関
し
、

教
育
委
員
会
に
意
見

　

（�

教
育
委
員
会
は
そ
の
意
見

を
尊
重
）

〈
中
教
審
で
の
提
言
〉

・�

学
校
の
自
主
性
・
自
立
性
を

確
立
し
、
校
長
の
裁
量
権
の

拡
大
を
提
言

　

�

（
Ｈ
10
中
教
答
申
「
地
方
教

育
行
政
」）

・�

家
庭
や
地
域
社
会
と
の
連
携

を
深
め
、
家
庭
や
地
域
社
会

と
と
も
に
子
供
た
ち
を
育
成

す
る
「
開
か
れ
た
学
校
と
な

る
」
よ
う
提
言

　

�

（
Ｈ
８
中
教
審
答
申
「
21
世

紀
を
展
望
し
た
我
が
国
の
教

育
の
在
り
方
に
つ
い
て
」）

〈
開
か
れ
た
学
校
と
は
〉

・�

学
校
の
施
設
や
機
能
を
社
会

教
育
や
地
域
活
動
に
広
く
開

放
・�

学
校
施
設
を
オ
ー
プ
ン
化
す

る
な
ど
主
に
学
校
建
築
上
の

ア
イ
デ
ア
の
側
面

・�

学
校
の
管
理
・
運
営
へ
の
地

域
・
保
護
者
の
意
見
の
反
映

等
開
か
れ
た
学
校
経
営
へ
の

努
力

〈�

学
校
と
地
域
社
会
・
家
庭

と
の
関
係
が
重
視
さ
れ
る

背
景
〉

・�

学
校
五
日
制
と
学
校
の
ス
リ

ム
化
の
観
点

・�

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
の
観
点

・�
問
題
行
動
対
策
の
観
点

・�
学
校
の
創
意
工
夫
の
観
点

・�

生
涯
学
習
の
観
点

・�

地
域
活
性
化
の
観
点

　

学
校
教
育
の
限
界

➡

　

求
め
ら
れ
て
い
る
タ
テ
マ
エ

や
形
式
的
で
な
い
実
質
的
な
連

携〈�

地
域
・
家
庭
の
学
校
参
加

の
意
義
〉

・�

保
護
者
に
は
我
が
子
に
対
す

る
教
育
権
が
認
め
ら
れ
て
い

る
・�

保
護
者
や
地
域
住
民
の
意
向

は
、
学
校
や
教
師
の
偏
見
や

独
断
を
調
整
す
る
役
割
を
果

た
す

・�

保
護
者
た
ち
の
意
見
が
学
校

の
教
育
活
動
を
よ
り
効
果
的

に
す
る
た
め
の
ア
イ
デ
ア
と

な
る

・�

保
護
者
や
地
域
住
民
が
学
校

の
よ
き
理
解
者
と
な
り
、
子

供
の
教
育
に
対
す
る
自
覚
を

高
め
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る

〈�

実
質
的
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
へ
の
発
展
〉

　

―�

地
域
社
会
・
家
庭
と
の
新

し
い
関
係
―

・�

学
校
は
、
地
域
社
会
・
家
庭

の
対
等
な
関
係
を
も
つ

・�

学
校
は
、
地
域
社
会
や
家
庭

と
協
働
機
能
を
有
す
る
関
係

を
も
つ

・�

一
過
的
・
一
時
的
で
な
く
恒

常
的
な
関
係
を
結
ぶ

➡

・
地
域
へ
の
広
報
活
動

・
意
見
交
流
の
場
の
設
定

・�

学
校
当
事
者
に
よ
る
合
意
形

成
・�

地
域
社
会
へ
の
協
力
の
要
請

〈
実
施
例
〉

〈
東
京
都
三
鷹
市
〉

◆�

小
中
9
年
間
の
子
供
の
育
ち

を
、地
域
ぐ
る
み
で
支
援
し
、

学
力
向
上
に
成
果

〇�

各
小
中
学
校
の
地
域
住
民
が

小
中
一
貫
教
育
校
（
＝
「
学

園
」）
の
学
校
運
営
に
つ
い

て
一
体
と
な
っ
て
協
議
・
支

援
〇�
平
成
20
年
度
ま
で
に
市
内
全

22
校
を
指
定
し
、
全
中
学
校

区
で
小
中
一
貫
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
推
進
）

⇒
�

学
校
運
営
協
議
会
の
実
働
組

織
（
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

等
）
の
協
力
等
に
よ
り
、
教

育
支
援
が
充
実
し
、
学
力
向

上
に
成
果

〈�

福
岡
県
春
日
市
（
春
日
西

中
学
校
）〉

◆�

生
徒
指
導
上
の
課
題
等
を
、

学
校
、
家
庭
、

地
域
の
連
携
で

解
決

〇�

中
学
校
区
内
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
ス
ク
ー
ル

間
で
、
生
徒
指

導
上
の
課
題
等

に
つ
い
て
課
題

を
共
有
し
、
そ

の
解
決
に
向
け

て
協
働

〇�

「
サ
ポ
ー
ト
地

域
本
部
」
を
中

心
に
し
た
三
つ

の
（
学
習
・
安

全
・
環
境
）
の

支
援
を
充
実

⇒
�

住
民
に
よ
る
地

域
パ
ト
ロ
ー
ル

の
徹
底
に
よ

り
、
補
導
件
数

が
激
減

〈�

福
島
県
大
玉
村
（
お
お
た

ま
学
園
）〉

◆�

子
供
の
育
ち
を
、
地
域
ぐ
る

み
で
支
援
す
る
学
校
づ
く
り

〇�

地
域
と
と
も
に
、
村
の
全
て

の
子
供
の
成
長
を
支
え
る

〇�

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
が
活
性
化
し
、
各
園
、
各

校
の
教
育
活
動
が
充
実

〈�

東
京
都
世
田
谷
区
（
用
賀

中
学
校
）〉

◆�

地
域
と
と
も
に
防
災
に
強
い

学
校
づ
く
り

〇�

挨
拶
、
声
か
け
運
動
の
実
施

〇�

災
害
時
の
避
難
所
運
営
マ
ニ

ュ
ア
ル
作
成
（
小
中
学
校
全

校
作
成
）

〇�

サ
バ
イ
バ
ル
キ
ャ
ン
プ
、
震

災
体
験
宿
泊
学
習
の
展
開
等

の
実
施

〇�
災
害
対
応
設
備
〈
マ
ン
ホ
ー

ル
ト
イ
レ
、
災
害
倉
庫
ア
ル

フ
ァ
米
、
貯
水
〉
の
設
置

講
師

講
師

演
題

演
題
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●ところ　北中学校

１�

．
今
、
学
校
の
何
が
問
題

な
の
か

　

�

①
ま
ず
日
本
の
学
校
は
世
界

的
に
は
う
ま
く
行
っ
て
い
る

と
い
う
相
対
的
評
価
は
必
要

　

▼�

80
年
代
か
ら
の
教
員
叩
き

は
教
育
現
場
を
萎
縮
さ
せ

た
だ
け⇒

公
務
員
批
判
と

教
師
批
判
が
混
同
さ
れ
た

　

▼�

○
○
教
育
の
増
加
が
学
校

機
能
を
低
下
さ
せ
た⇒

学

校
の
ス
リ
ム
化
が
急
務

　

�

②
「
学
校
へ
の
適
応
は
社
会

へ
の
不
適
応
」
と
い
う
現
実

が
あ
る

　

�⇒

「
学
校
は
社
会
へ
の
通
過

点
に
す
ぎ
な
い
」
と
い
う
当

た
り
前
の
認
識
が
不
足

〈
学
校
の
目
標
は
〉

　

▼�

社
会
に
出
て
幸
せ
に
生
き

て
行
け
て
、
か
つ
ま
た
社

会
を
幸
せ
に
で
き
る
人
間

を
で
き
る
だ
け
多
く
作
り

出
す
こ
と⇒

自
動
と
共

助
、
自
立
と
共
生

　

▼�

そ
の
地
域
社
会
の
将
来
を

担
う
人
間
を
作
り
出
す
こ

と⇒

こ
の
視
点
が
戦
後
教

育
に
欠
け
て
い
た
こ
と
が

地
域
社
会
を
疲
弊
さ
せ
た

…�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

の
最
大
の
テ
ー
マ

〈
学
校
の
現
実
は
〉

　

▼�

学
校
教
育
は
教
え
る
方
が

教
え
や
す
い
よ
う
に
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
や
教
材
を
つ
く

る
傾
向
が
あ
る⇒

子
ど
も

の
学
習
権
と
い
う
視
点
へ

　

▼�

学
校
教
育
は
子
ど
も
や
社

会
の
都
合
に
合
わ
せ
る
こ

と
に
遅
れ
が
ち
に
な
る
傾

向
が
あ
る⇒

社
会
へ
の
適

応
を
考
え
る
必
要
性

　

�

③
学
校
が
変
わ
っ
た
の
で
は

な
く
地
域
社
会
や
家
庭
が
変

わ
っ
た
と
い
う
現
実
へ
の
理

解
不
足

　

▼�

学
校
教
育
が
成
立
す
る
要

件
と
し
て
「
努
力
し
た
ら

報
わ
れ
る
」、「
学
校
へ
行

け
ば
い
い
こ
と
が
あ
る
」

と
い
う
原
理
が
働
く
こ
と

が
必
要
だ
が
、
そ
れ
が
信

じ
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る

　

▼�

学
校
教
育
は
地
域
社
会
が

高
い
公
徳
心
に
よ
っ
て
満

た
さ
れ
、
家
庭
が
生
活
機

能
を
し
っ
か
り
と
持
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
前
提

に
し
て
機
能
す
る

　
　

�

（
学
校
で
教
え
る
こ
と
が

で
き
な
い
こ
と
が
多
く
あ

る
と
い
う
自
覚
）

２
．
ど
う
対
応
す
る
の
か

　
　

⇒

総
論

　

�　

子
ど
も
の
「
意
欲
・
関
心
」

の
問
題
や
「
自
立
」
の
問
題

は
家
庭
や
地
域
社
会
の
問
題

で
あ
っ
て
、
学
校
の
問
題
で

は
な
い
こ
と
を
し
っ
か
り
と

大
人
が
理
解
す
べ
き
で
あ

る
。
そ
の
視
点
か
ら
、
教
育

を
と
ら
え
、
単
な
る
教
科
教

育
だ
け
で
は
現
代
の
子
ど
も

の
問
題
は
克
服
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
を
腹
に
す
え
て
対

応
策
を
考
え
る
。

◆�

学
校
選
択
制
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ス
ク
ー
ル

　

�⇒

学
校
選
択
制
と
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
は
同
じ
も

の
だ
と
の
勘
違
い

　

�

※
学
校
選
択
制
の
基
本
は
自

分
で
行
き
た
い
学
校
を
選
ぶ

と
い
う
受
動
的
な
も
の

　

�

※
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
は
自
分
の
学
校
を
良
く
す

る
と
い
う
主
体
的
な
も
の

　

�

◦
…
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル
は
選
ぶ
の
で
は
な
く
、

担
う
と
こ
ろ
に
本
質
が
あ
る

◆�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

は
学
習
者
及
び
そ
の
保
護
者

に
よ
っ
て
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
を
構
成
す
る
こ
と

　

�⇒

学
校
が
主
体
で
は
な
い

　

�

※
教
員
が「
俺
が
責
任
者
だ
」

と
思
っ
て
い
る
と
し
た
ら
そ

う
し
た
教
員
は
ど
う
し
よ
う

も
な
い

　

�

※
教
員
自
身
が
学
習
者
で
あ

り
、
構
成
員
の
一
員
で
あ
る

と
い
う
自
覚
を
持
つ
必
要
が

あ
る

　

�

※
「
俺
が
子
ど
も
た
ち
を
教

え
る
」
と
思
っ
て
い
る
教
員

は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
に
不
要

◆�

「
学
び
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル

　

�⇒

世
の
中
に
は
色
々
な
人
が

い
て
、
お
互
い
に
助
け
合
い

な
が
ら
世
の
中
の
一
つ
一
つ

の
問
題
や
課
題
を
乗
り
越
え

て
い
く
こ
と
、
そ
の
た
め
に

人
と
関
係
性
を
し
っ
か
り
と

築
け
る
こ
と
が「
生
き
る
力
」

の
大
切
な
要
素

　

�⇒

そ
の
た
め
に
必
要
な
「
学

び
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
＝
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

　

�⇒

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
と
は
「
学
び
の
場
と
し
て

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」、「
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
つ
な
が
り
を
獲

得
し
て
い
く
た
め
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」

　

�⇒

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
は
「
学
び
の
場
と
し
て
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

　

�

◦
…
教
育
と
い
う
言
葉
を
使

わ
な
い
で
、「
学
ぶ
」
と
い

う
言
葉
が
大
切

◆�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

の
運
営

　

�⇒

今
の
教
育
現
場
の
抱
え
て

い
る
多
く
の
課
題
の
克
服

　

※
学
力
向
上

　

�

※
増
え
続
け
て
い
る
発
達
障

害
の
子
ど
も
へ
の
対
応

　

※
外
国
人
の
子
ど
も
の
増
加

　

※
児
童
虐
待
の
増
加

　

�

※
福
祉
教
育
や
環
境
教
育
、

道
徳
の
問
題
…
ｅ
ｔ
ｃ

　

�

こ
う
し
た
こ
と
を
本
当
に
教

員
集
団
だ
け
で
で
き
る
の

か
？

　

�

◦
…
教
員
を
増
や
し
た
だ
け

で
で
き
る
こ
と
で
は
な
い

　

�

※
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
の
ガ
バ
ナ
ン
ス

　

�

※
地
域
の
人
や
保
護
者
の

方
々
を
学
校
の
支
援
者
と
し

て
取
り
込
む

　

�

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

を
活
用
し
て
子
供
た
ち
の
関

係
性
の
幅
を
広
げ
る

　

�

◦
…
ナ
ナ
メ
の
関
係
、
あ
こ

が
れ
の
対
象
、
駆
け
込
み
先

　

�

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
存
在
が

学
校
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
奥
行

き
の
幅
を
一
挙
に
広
げ
る

　

�

◦
…
つ
ま
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
ガ
バ
ナ
ン

ス
と
は
、
そ
の
人
た
ち
と
の

ベ
ス
ト
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
作
り
だ
す
学
校
経
営
で
あ

り
、
そ
の
素
養
を
持
っ
た
プ

ロ
教
員
集
団
の
養
成

◆�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

の
３
つ
の
フ
ェ
ー
ズ

　

�⇒

第
一
段
階
と
し
て
の
土
曜

日
や
放
課
後
の
み
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
か
か
わ
る
放
課
後
子

ど
も
教
室
事
業

　

�⇒

第
二
段
階
と
し
て
の
学
校

支
援
地
域
本
部
の
設
立

　

�⇒

第
三
段
階
と
し
て
の
地
域

運
営
学
校
、
狭
義
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

　

�

◦
…
そ
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

自
身
が
主
導
権
を
も
っ
て
、

学
校
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
て

い
く
段
階
へ

⑵



下
の
懲
役
、
ま
た
は
２
０
０

万
円
以
下
の
罰
金
な
ど
が
科

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

何
で
も
無
料
な
ら
…
と
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
い
る
と
、
犯

罪
者
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。

◆�

ス
マ
ホ
は
特
に
要
注
意
�

　

�

（
ど
ん
な
ア
プ
リ
使
っ
て
る

か
知
っ
て
ま
す
か
？
）

　

�　

急
速
に
普
及
し
て
い
る
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
す
が
、
情

報
の
漏
洩
に
は
携
帯
以
上
に

気
を
遣
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。
特
に
ア
プ
リ
を
イ
ン
ス

ト
ー
ル
す
る
と
き
に
は
、
許

可
す
る
権
限
を
チ
ェ
ッ
ク
。

「
電
話
発
信
」
や
、「
個
人
情

報
」
な
ど
の
権
限
が
要
求
さ

れ
て
い
た
ら
、
も
し
か
し
た

ら
不
正
ア
プ
リ
か
も
？
本
当

に
そ
の
ア
プ
リ
が
必
要
な
の

か
を
よ
く
考
え
て
イ
ン
ス
ト

ー
ル
し
ま
し
ょ
う
。

広　報　市　Ｐ　連 平成25年12月20日

知
ら
な
か
っ
た
‼

釧
路
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
所
員

松
本  

孝
也 

氏

准教授� 二宮  信一 氏
北海道教育大学釧路校

ｅ
ネ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
バ
ン

推
進
セ
ン
タ
ー
・

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
㈱
北
海
道
総
支
社

村
上  
周
平 
氏

１
．
個
人
情
報
の
漏
洩

・�

写
真
を
ア
ッ
プ
し
た
ら
Ｇ
Ｐ

Ｓ
情
報
が
付
い
て
い
た
た
め

居
場
所
が
漏
洩
。

・�

掲
示
板
な
ど
に
学
校
名
、
住

所
、
年
齢
、
写
真
な
ど
安
易

に
個
人
情
報
を
書
込
み
。

・�

友
達
が
個
人
情
報
を
バ
ラ
し

た
。

〈
対
策
〉

・�

Ｇ
Ｐ
Ｓ
は
当
初
の
設
定
で
オ

フ
に
し
て
お
く
。

・�

自
分
の
も
他
人
の
も
個
人
情

報
は
絶
対
に
記
載
し
な
い
。

・�

利
用
さ
せ
る
と
き
に
「
個
人

情
報
は
絶
対
の
せ
な
い
。」

等
ル
ー
ル
を
決
め
る
。

�

（
保
護
者
／
子
供
）

・�

学
校
等
の
サ
イ
ト
パ
ト
ロ
ー

ル
で
の
監
視

２�

．
知
ら
な
い
人
か
ら
ネ
ッ

ト
上
で
の
攻
撃

・�

迷
惑
メ
ー
ル
―
Ｉ
Ｄ
公
開
な

ど
に
よ
り
迷
惑
メ
ー
ル
を
受

信
。

・�

掲
示
板
な
ど
に
出
会

い
系
サ
イ
ト
、
ウ
イ

ル
ス
の
入
っ
た
ソ
フ

ト
紹
介
等
の
違
法
、

有
害
情
報
を
含
む
Ｕ

Ｒ
Ｌ
を
掲
載
し
、
ク

リ
ッ
ク
を
誘
導
。

〈
対
策
〉

・�

サ
イ
ト
内
で
Ｉ
Ｄ
検

索
機
能
を
オ
フ
に
し

て
お
く
。（
検
索
さ
れ

な
い
よ
う
に
）

・�

知
ら
な
い
人
の
紹
介

ア
プ
リ
等
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ

は
開
か
な
い
。

・�

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を

入
れ
る
。

・�

ウ
イ
ル
ス
ソ
フ
ト
を

入
れ
、
常
に
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
し
て
お
く
。

・�

Ｏ
Ｓ
、
ア
プ
リ
の
更

新
を
常
に
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
。

釧
路
の
子
ど
も
達
の
ケ
ー
タ

イ
所
持
は
‥
‥

　

小
学
生
で
２
割
半
強

　

中
学
生
で
約
５
割
！

　

中
学
校
入
学
と
と
も
に
、
人

数
が
急
増
。
ま
た
、
学
年
が
進

む
ご
と
に
所
持
率
も
少
し
ず
つ

上
が
っ
て
い
き
、
中
学
校
２
年

生
で
５
割
を
超
え
ま
す
。

《�
気
を
つ
け
た
い
最
近
の
ハ
ナ

シ
・
・
・
》

　

通
話
や
メ
ー
ル
だ
け
気
を
つ

け
れ
ば
い
い
訳
じ
ゃ
な
い
！

　

こ
ん
な
こ
と
が
あ
る
っ
て
ご

存
じ
で
す
か
？

◆�

ゲ
ー
ム
機
だ
っ
て
ネ
ッ
ト
に

つ
な
が
る
？

　

�　

最
近
の
ゲ
ー
ム
機
の
多
く

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

中
に
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
写
真

の
や
り
取
り
が
出
来
る
ゲ
ー

ム
も
あ
り
ま
す
。
ゲ
ー
ム
だ

か
ら
っ
て
油
断
し
て
は
い
ま

せ
ん
か
？
特
に
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

（
Ｗ
ｉ
―

Ｆ
ｉ
）
の
環
境
の
整

っ
た
お
家
は
要
注
意
で
す
�

◆�

動
画
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た

ら
捕
ま
る
こ
と
も
あ
る
の
？

　

�　

平
成
24
年
10
月
か
ら
、
改

正
著
作
権
法
が
施
行
さ
れ
、

違
法
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ
れ

た
動
画
や
音
楽
の
フ
ァ
イ
ル

を
、
違
法
と
知
り
つ
つ
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
と
、
２
年
以

〈�

発
達
障
害
の
わ
か
り
づ
ら
さ
〉

⑴�

健
常
児
と
の
連
続
性
の
中
に

存
在
。

⑵�

加
齢
、
発
達
、
教
育
的
介
入

に
よ
り
臨
床
像
が
著
し
く
変

化
。

⑶�

障
害
の
合
併
と
い
う
現
象
が

生
じ
や
す
い
。

⑷�

視
点
の
異
な
り
か
ら
診
断
が

相
違
す
る
。

⑸�

理
解
不
足
に
よ
る
介
入
の
誤

り
が
生
じ
や
す
い
。

⑹�

問
題
行
動
が
増
え
る
悪
循

環
。

⑺�

二
次
的
に
情
緒
的
な
問
題
や

精
神
科
的
な
問
題
を
併
発
す

る
。�

な
ど

〈��

障
害
を
捉
え
る
二
つ
の
視
点
〉

　

カ
テ
ゴ
リ
ー
概
念

　
　

�

基
準
に
基
づ
い
て
、
行
動

特
徴
や
発
達
歴
か
ら
診
断

名
が
つ
け
ら
れ
る
。

　
　

�

→
障
害
が
あ
る
か
、
な
い

か

　

ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
概
念

�

（
連
続
体
）

　
　

�

典
型
的
な
障
害
の
あ
る
状

態
か
ら
、
健
常
に
至
る
ま

で
の
連
続
し
た
一
続
き
の

も
の
と
し
て
捉
え
る

　
　

�

→
障
害
の
程
度
が
強
い

か
、
弱
い
か

〈
社
会
的
適
応
と
の
相
関
〉

・
個
人
因
子
に
大
き
な
困
難
さ

を
抱
え
て
い
て
も
、
社
会
的
に

適
応
し
て
い
れ
ば
、
あ
え
て
支

援
は
必
要
な
い
か
も
し
れ
な

い
。

・
個
人
因
子
に
小
さ
な
困
難
を

抱
え
て
い
て
も
、
社
会
的
に
不

適
応
を
起
こ
し
て
い
る
の
で
あ

れ
ば
、
支
援
を
必
要
と
す
る
の

か
も
し
れ
な
い
。

〈
Ｌ
Ｄ
の
定
義
〉

①�

基
本
的
に
は
、
全
般
的
な
知

的
発
達
に
遅
れ
は
な
い
。

②�

聞
く
、
話
す
、
読
む
、
書
く
、

計
算
す
る
又
は
推
論
す
る
能

力
の
う
ち
特
定
の
も
の
の
習

得
と
使
用
に
著
し
い
困
難
を

示
す
様
々
な
状
態
。

③�

中
枢
神
経
系
に
何
ら
か
の
機

能
障
害
が
あ
る
と
推
定
。

④�

環
境
的
な
要
因
が
直
接
の
原

因
と
な
る
も
の
で
は
な
い
。

〈
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
の
定
義
〉

①�

年
齢
あ
る
い
は
発
達
に
不
釣

３�

．
友
達
間
の
ト
ラ
ブ
ル

・�

未
熟
な
書
込
み
に
よ
る
誤
解

か
ら
の
ト
ラ
ブ
ル
。

・�

意
図
的
な
悪
口
等
の
書
込
み
。

・�

友
達
間
の
イ
ジ
メ
に
利
用
。

〈
対
策
〉

・�

学
校
で
の
ネ
ッ
ト
マ
ナ
ー
教

育
、
い
じ
め
の
防
止
教
育
。

　

�
ネ
ッ
ト
の
付
き
合
い
も
リ
ア

ル
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
。

　

�

ネ
ッ
ト
い
じ
め
も
リ
ア
ル
な

い
じ
め
の
延
長
上
に
あ
る
こ

と
が
多
い
。

・�

家
庭
内
の
子
供
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
、
子

供
の
様
子
に
関
心
を
持
ち
、

悩
み
を
聞
き
出
し
、
振
り
返

り
や
励
ま
し
を
す
る
。

・�

い
じ
め
の
メ
ー
ル
等
は
残
し

て
お
く
。

・�

専
門
家
（
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

相
談
機
関
、
警
察
等
）
へ
相

談
。

〈
対
策
〉

・�

親
切
に
見
え
る
相
手
も
「
な

り
す
ま
し
」「
騙
し
」
な
ど

悪
意
が
あ
る
こ
と
が
あ
る
こ

と
を
知
っ
て
お
く
。

・�

保
護
者
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
の
管
理
は
厳
重
に
。

・�

限
度
額
を
設
定
（
携
帯
事
業

者
、
サ
イ
ト
内
で
の
限
度
額

設
定
）。

・�

ネ
ッ
ト
売
買
な
ど
お
金
が
か

ら
む
も
の
は
た
く
さ
ん
の

「
騙
し
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
」
が

あ
る
こ
と
を
教
え
る
。

　

�

―
特
に
努
力
な
く
儲
か
る
話

は
ほ
と
ん
ど
が
ウ
ソ
。

・�

自
制
心
を
育
成
す
る
よ
う
、

家
庭
内
ル
ー
ル
を
作
る
。

●
と　
き 

平
成
25
年
9
月
12
日

●
と
こ
ろ 

釧
路
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

◆�24時間いじめ相談ダイヤル
　電話 0570−0−78310

※通話有料
◆チャイルドライン（18歳まで専用）
　電話 0120−99−7777

※通話無料

☆子ども向け相談窓口☆

合
い
な
注
意
力
、
衝
動
性
、

多
動
性
。

②�

社
会
的
な
活
動
、
学
業
の
機

能
に
支
障
。

③�

７
歳
以
前
に
現
れ
、
状
態
が

継
続
。

④�

中
枢
神
経
系
に
何
ら
か
の
要

因
に
よ
る
機
能
不
全
が
あ
る

と
推
定
。

〈�

指
導
の
ね
ら
い
と
ポ
イ
ン
ト
①
〉

　

ね
ら
い

　
　

�

新
た
な
「
本
人
と
環
境
と

の
関
係
」
を
定
常
的
に
構

築
す
る
こ
と

　
　

→
悪
循
環
の
切
断

　
　

→
悪
化
防
止
の
環
境
設
定

　
　

�

→
不
適
切
な
行
動
の
直
接

的
な
低
減

　
　

→
代
替
行
動
の
形
成

〈�

指
導
の
ね
ら
い
と
ポ
イ
ン
ト
②
〉

　

ポ
イ
ン
ト

　

１�

．
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
関
わ
り

か
ら
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
関

わ
り
へ

　
　

→
「
ほ
め
て
」
育
て
る

　

２�

．
不
必
要
な
刺
激
を
除
去

す
る

　
　

→
教
室
環
境
の
見
直
し

　

３�

．
不
適
切
な
行
動
を
生
起

さ
せ
な
い

　
　

�

→
後
手
に
回
ら
ず
先
手
を

打
つ

　

４�

．「
し
て
ほ
し
い
行
動
」

の
選
択
肢
を
増
や
す

　
　

�

→「
提
案
」と「
成
功
体
験
」

〈�

指
導
の
ね
ら
い
と
ポ
イ
ン
ト
③
〉

　

�

プ
ロ
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
指
導
モ

デ
ル
へ

　
　

�

問
題
対
処
型
に
よ
る
指
導

モ
デ
ル

　
　

�

→
不
適
切
な
行
動
が
起
き

て
か
ら
、
問
題
に
対
処
す

る
（
適
切
な
行
動
は
教
え

ら
れ
な
い
）

　
　

�

プ
ロ
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
指
導

の
モ
デ
ル

　
　

�

→
不
適
切
な
行
動
の
生
起

に
先
行
し
て
、
様
々
な
計

画
を
行
い
実
行
す
る
こ

と
、
ニ
ー
ズ
と
の
ズ
レ
が

起
こ
ら
な
い
よ
う
修
正
す

る
こ
と

〈
高
機
能
自
閉
症
の
定
義
〉

①�

３
歳
位
ま
で
に
現
れ
る
。

②�

他
人
と
の
社
会
的
関
係
の
形

成
の
困
難
さ
。

③�

言
葉
の
発
達
の
遅
れ
。

講　師

講　師

子
ど
も
た
ち
の
ケ
ー
タ
イ
事
情

釧路市PTA連合会研修会

発達障害のある子どもの理解と支援
～通常学級にいる苦戦している子ども達～

●とき 平成25年10月9日　●ところ コア鳥取 講　師

の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

ネ
ッ
ト
モ
ラ
ル

⑶

④�

興
味
や
関
心
が
狭
く
、
特
定

の
も
の
に
こ
だ
わ
る
と
い
う

行
動
の
障
害
で
あ
る
自
閉
症

の
う
ち
、
知
的
発
達
の
遅
れ

を
伴
わ
な
い
も
の
。

⑤�

中
枢
神
経
系
に
何
ら
か
の
要

因
に
よ
る
機
能
不
全
が
あ
る

と
推
定

〈�

社
会
性
の
発
達
に
遅
れ
の
あ

る
子
ど
も
〉

〇�

対
人
関
係
の
質
的
な
問
題
ま

た
は
社
会
的
相
互
反
応
の
問

題
〇�

人
と
の
関
わ
り
方
の
問
題

　

・
視
線
が
合
わ
な
い

　

・
距
離
感
が
つ
か
め
な
い

　

・
リ
ズ
ム
が
合
わ
な
い

　

・�

同
年
代
同
士
の
交
流
を
避

け
る

〈�

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手

な
子
ど
も
〉

〇�

表
現
能
力
：
Ｔ
Ｐ
Ｏ
に
合
わ

せ
た
調
節
が
で
き
な
い

〇�

言
語
理
解
：
語
用
論
的
な
言

語
理
解
の
困
難

〇�

非
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
：
言
葉
以
外
の
表
現
媒
体

の
理
解
が
困
難
、
表
出
が
困

難



　

合
併
し
て
二
年
目
の
広
報
紙
で
し

た
。
こ
の
年
は
文
章
よ
り
も
子
ど
も
達

の
写
真
を
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
載
せ

た
方
が
、
大
人
も
子
ど
も
も
興
味
を
持

っ
て
見
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
の

考
え
に
な
り
、
委
員
が
文
章
を
書
く
と

い
う
作
業
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。「
レ
イ
ア
ウ
ト
が
す
っ
き
り
し

て
見
や
す
い
」
と
い
う
理
由
で
賞
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
他
校
に
比
べ
文
章
が

ほ
と
ん
ど
な
い
釧
路
小
広
報
紙
が
佳
作

に
選
ば
れ
た
事
は
、
一
同
に
驚
き
喜
ん

だ
思
い
出
の
作
品
で
し
た
。

　

昨
年
度
発
行
の
広
報
紙
１
３
９
号
は

釧
路
市
Ｐ
連
主
催
の
広
報
紙
コ
ン
ク
ー

ル
に
て
最
優
秀
賞
を
頂
く
事
が
で
き
ま

し
た
。
私
た
ち
光
陽
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
部

は
、
部
員
さ
ん
が
と
て
も
熱
心
に
活
動

し
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト

で
学
校
や
家
庭
で
の
様
子
を
収
集
し
、

グ
ラ
フ
で
表
示
す
る
等
、
少
し
で
も
解

り
や
す
く
伝
わ
れ
ば
い
い
な
と
の
思
い

で
毎
号
楽
し
く
編
集
作
業
を
進
め
て
い

ま
す
。「
？
」
か
ら
始
ま
り
「
や
っ
て

み
よ
う
！
」
に
か
え
る
広
報
紙
、
ネ
タ

は
尽
き
ず
、
で
き
た
時
の
喜
び
も
ひ
と

し
お
で
す
。

　

美
原
小
学
校
広
報
紙
第
97
号
で
す
。

こ
の
広
報
紙
は
、
釧
路
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
で
佳
作
を
い
た

だ
き
、
北
海
道
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
広
報
紙

コ
ン
ク
ー
ル
で
は
奨
励
賞
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

製
作
過
程
で
は
、
特
に
レ
イ
ア
ウ
ト

に
工
夫
を
し
、
今
ま
で
に
な
い
レ
イ
ア

ウ
ト
に
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。
広
報
紙
の

基
本
で
あ
る
学
校
で
の
子
供
達
の
様
子

や
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
内
容
な
ど
皆
様
に
知

っ
て
頂
き
た
い
情
報
を
取
材
し
、
制
作

に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

美
原
小
の
広
報
紙
の
中
で
も
自
信
の

広
報
紙
で
す
。

〈
最
優
秀
賞
〉

◦
光
陽
小
学
校

〈
優
秀
賞
〉

◦
美
原
中
学
校

※�

道
Ｐ
連
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
に
て
優
秀
賞
。

　

北
海
道
公
立
学
校
教
頭
会
賞

◦
附
属
釧
路
中
学
校

〈
佳
作
〉

◦
美
原
小
学
校

※
道
Ｐ
連
、
奨
励
賞

◦
幣
舞
中
学
校

※
道
Ｐ
連
、
奨
励
賞

◦
鳥
取
西
中
学
校

広　報　市　Ｐ　連平成25年12月20日 ⑷

▼
私
た
ち
広
報
委
員
会
は
、

今
年
は
あ
ら
た
な
気
持
ち

で
31
号
を
発
行
す
る
事

に
決
め
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
▼
昨
年
度
は
記

念
号
と
し
て
取
り
組
ん

だ
30
号
が
き
っ
か
け
と

な
り
ま
し
た
。
今
回
は

私
た
ち
み
ず
か
ら
取
材

し
記
事
を
書
き
読
み
手
側

に
た
っ
た
紙
面
に
な
る
よ

う
に
工
夫
し
ま
し
た
。

▼
今
年
度
は
広
報
委
員
の

念
願
だ
っ
た
第
１
回
広

報
紙
展
示
会
を
盛
大
に

開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。（
研
究
大
会
北

中
に
て
）
▼
広
報
委
員

の
み
な
さ
ま
方
の
日
々

の
努
力
の
た
ま
も
の
で

す
。
本
当
に
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
。（
Ｉ
）

編集後記

〈第1回〉広報紙展示会のようす
●とき　平成25年10月26日　　●ところ　北中学校

光
陽
小
学
校

美
原
小
学
校

釧
路
小
学
校

平
成
25
年
11
月
９
日

　
チ
ャ
イ
ル
ド
１
Ｄ
Ａ
Ｙ
仕
事
体
験

平
成
25
年
12
月
20
日

　
市
Ｐ
連
広
報
紙
第
31
号
発
行

平
成
26
年
３
月
上
旬

　
市
Ｐ
連
運
営
委
員
会
、
反
省
会
予
定

平
成
25
年
10
月
26
日

　
市
Ｐ
連
研
究
大
会
、

　
母
親
研
修
会
、

　
第
1
回
広
報
紙
展
示
会―――▼

平
成
25
年
９
月
12
日

　
市
Ｐ
連
健
全
育
成
会
講
演
会

平
成
25
年
10
月
９
日

　
市
Ｐ
連
研
修
委
員
会
研
修
会

平
成
25
年
７
月
23
日

　
市
Ｐ
連
運
営
委
員
会
――▼

平
成
25
年
７
月
11
日

　
市
Ｐ
連
広
報
・

　
情
報
専
門
部
会
研
修
会―――▼

平
成
25
年
６
月
６
日

　
市
Ｐ
連
委
員
総
会
、

　
第
一
回
専
門
部
会

―――▼

平
成
25
年
５
月
９
日

　
市
Ｐ
連
定
期
総
会

―――▼

平
成
25
年
度
市
ｐ
連
一
年
間の
主
な
行
事

平
成
24
年
度

市
Ｐ
連
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
校

展示会COMMENT紹介

第１回展示会で活躍したメンバー


